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マリー ・ ローランサン 《マンドリンのレッスン》 1923 年　油彩 ・ キャンバス

　今回のミニ特集では、 所蔵品の中からおよそ 100 年前に制作された作品を集めてご紹介します。

一口に 100 年と言いますが、 それは人の平均寿命を超える長い長い歳月です。 改めて考えてみると、 そ

の間にいくつかの戦争や多くの災害が起こり、 また、 美術品は高額資産でもあることから、 犯罪等に巻き

込まれて行方不明になる可能性もあり、 ここに公開されていることが決して簡単なことではないことに気づ

かされます。 1920 年代は、好況下のアメリカに生まれて現代にまでつながる新たな生活様式が、ヨーロッ

パや日本などにも広がり 「黄金の 20 年代」 と呼ばれた時代でした。 一方で、 その末期には世界恐慌

橋口五葉が復刻し 1918 ～ 19（大正 7 ～ 8）年に発行した『広

重畫 保永堂板東海道五十三驛風景續畫』より《日本橋（朝之景）》
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展覧会の会期等はすべて、新型コロナウイルス感染
症の地域の感染状況により変更になる場合がありま
す。詳しくは美術館ホームページでご確認ください。

無料開放日のお知らせ
　毎月第３日曜日は、小・中学生は
無料開放日です。
　所蔵作品展 + 小企画展を無料で
鑑賞いただけます。12 月 18 日㊐
1 月 15 日㊐、2 月 19 日㊐…
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広重 VS 五葉
甦る浮世絵風景版画の傑作
～復刻『保永堂版 東海道五十三次』
令和 4 年 12 月 20 日（火）～
　　　　　　令和 5 年 2 月 5 日（日）
　歌川広重 (1797 ～ 1858) は、江戸後期に活躍し

た浮世絵師です。一方の橋口五葉 (1881 ～ 1921) は

大正期に江戸期の錦絵（多色摺り木版画）の技法を

用いて優れた美人画を制作したことから「大正の歌

麿」と称され、熱心な浮世絵研究者として江戸期の

名作の復刻にも尽力しました。広重が活躍した江戸

後期は、交通網の発達と経済的なゆとりから庶民の

旅行熱が高まり、街道を描いた錦絵のシリーズが多

数生まれました。中でも、江戸と京都を結ぶ東海道

は最もよく描かれ、人気の火付け役となったのが広

重の保永堂版『東海道五拾三次之内』〔1833～34（天

保４～５）年頃発行 〕でした。風景描写に季節や気

象の変化を取り入れ、街道沿いの景色を抒情的に表
現したこの作品によって、広重は一躍人気の風景画

家となり、葛飾北斎と共に幕末の浮世絵界をリード

しました。本展では、1918 ～ 19（大正７～８）

年に五葉が編纂監督し岩波書店から発行した復刻『広

重畫　保永堂板東海道五十三驛風景續畫』に収録さ

れた木版複製全６０枚を展示します。人気ゆえに江

戸期に膨大な枚数が摺られたこのシリーズは、後の

摺りになるにつれて版の摩耗や色の変更によってオ

リジナルの雰囲気が損なわれたものもあったため、

五葉は復刻にあたり、複数の摺りから最も良くでき

たものを選び、紙も広重が選んだものに近いものを

採用するというこだわりを見せています。

　五葉の浮世絵研究資料や復刻のための下絵等とあ

わせてご覧いただくことで、広重の風景画の抒情美

と、浮世絵の研究と復刻にかけた五葉の情熱をお楽

しみいただけたら幸いです。

東郷寿勝《添寝人形》19 世紀後期

陶器、高 13.2× 幅 33.0× 奥行 9.5 cm　鹿児島市立美術館蔵

　白薩摩は、薩摩焼の一つで、象牙色の表面に貫入

と呼ばれる細かなひび割れを生じさせ、染付や色絵、

金彩などで装飾を施すのが特徴です。

　幼児をあやす母親の姿を白薩摩で表現したこの作

品は、日置市美山に生まれ、同地で窯を開いた陶芸

家東郷寿勝（1855-1936）によるものです。明治

期に開催されたパリ万国博覧会やイギリスで開催さ

れた日英博覧会に出品するなど国内外で活躍し、第

12 代沈寿官らと白薩摩の繁栄に貢献しました。太

平洋戦争の開戦・終戦時に外務大臣を務めた東郷茂

徳の父でもあります。

　寿勝は「ひね

りもの」と呼ば

れる人形などの

置物細工に、精

緻な装飾を施し

た作品を得意と

しました。

　ゆったりと寝そべる母親が持つ果物に興味津々で

つかまり立ちする幼児の姿を、繊細な表情や仕草に

加え、着物の模様など華やかな色絵付で表現してい

る点が見どころの一つです。陶器の人形ですが、そ

の肌には温もりや柔らかさまで感じられ、わが子の

健やかな成長を願う母親の優しさが伝わってくるよ

うです。

が起こって世相が暗転したため、 二つの世界大戦のはざまの束の間の華やかな

時代でもありました。 そのような背景のもと、 それぞれの作家が私たちと同じく日々

の暮らしを営む中で、 この作品の制作に費やした一定の時間を想像してみてくだ

さい。 彼らは当時、 どのような環境のもとでこれらの作品を作り上げたのでしょう

か？そして当時の彼らの状況は 100 年後の現在とどれほど異なっているのか、 あ

るいは変わらない部分も存在するのか？今回は、 サンプルとしてそれぞれ一つの視

点を掲げてみましたが、 皆さんも想像を膨らませて、 100 年という時の流れを感

じながらご鑑賞いただければ幸いです。

美術館の所蔵作品をおうち

で楽しめる、 遊びや読み物をご紹介しています。 右の QR コードや美術館ホームページ

のイベント講座からアクセスしてみてくださいね。

  とうごう   じゅかつ    　そいねにんぎょう            　　   せいき    こうき　

とうき

　　 しろさつま      　　   さつまやき　　ひと　　　　　　ぞうげいろ　　ひょうめん　かんにゅう

  　　よ     　　　　 こま           　　　 　わ           しょう　　　　　　　そめつけ　　いろえ

 きんだみ　　　　 そうしょく  S ほどこ　　　　　とくちょう

　　  ようじ　　　　　　　　ははおや　すがた　  しろさつま　　ひょうげん　　　　　　　さく

 ひん　　　　　ひおきし  みやま      　う　　　　　　  どうち   　 かま      ひら     　　とうげい

  かとうごうじゅかつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めいじ

  き    　かいさい　　　　　　　　 　ばんこくはくらんかい　　　　       　　　　　かいさい

　　　　にちえいはくらんかい　しゅっぴん　　　　　　  こくないがい　　 かつやく    　　 だい 

   　　　だいちんじゅかん　　　　　　　　　　　はんえい　　こうけん　　　　　　　　　  たい

へいようせんそう　  かいせん　　しゅうせんじ　　がいむだいじん　　 つと           とうごう しげ 

 のり　  ちち

　  　

　　　　　　　　　  よ

　　　にんぎょう

おきものざいく　　　　せい

 ち　 そうしょく   ほどこ

　　　　　　　  とくい   

　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　 ははおや　   も        くだもの　  きょうみしんしん

                        だ                  　ようじ　  すがた　　 　せんさい　ひょうじょう　  しぐさ

くわ　　　　きもの　　　もよう　　　　 はな                  いろえつけ　　ひょうげん

　  てん　　 み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　  はだ            ぬく                  やわ                             かん                                    こ

すこ　　　　　せいちょう    ねが                   　  やさ　              つた　　　　　

　  ひろしげ　　  たい    　  ごよう

よみがえ        　うきよえ　　  ふうけい     はんが    　　　けっさく

　　　    ふっこく　　　　ほうえいどうばん　　　とうかいどうごじゅうさんつぎ

　　うたがわひろしげ　　　　　　　　　　　　　  　　    えどこうき      かつやく

　　   うきよえし　　　　　 いっぽう   はしぐちごよう

 たいしょうき　  えどき        にしきえ　  たしょくず　  もくはんが    　　ぎほう　

  もち　      すぐ 　　  びじんが　   せいさく                                               うた

  まろ       しょう   　　　ねっしん            　けんきゅうしゃ

 めいさく　　              じんりょく　                                  かつやく

　　　　　　　こうつうもう はったつ　けいざいてき                       　しょみん

りょこうねつ　 たか          　かいどう　えが　                                              た

  すうう                              なか                        　きょうと    むす   とうかいどう

       もっと　         　えが　                 にんき　     ひつ　      やく

                                                                                                                                                                てん

   ぽう　　 　　　  ねんごろはっこう　　　　　　　ふうけいびょうしゃ きせつ          き

しょう　 へんか　     と      　い 　                          ぞ　             けしき  じょじょうてき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     いちやくにんき

                         かつしかほくさい   とも　ばくまつ　 

                           ほんてん

                        へんさんかんとく いわなみしょてん　

        え　 ほうえいどうばんとうかいどうごじゅうさえきふうけいつづきえ　 しゅうろく

　

                ぼうだい　まいすう

                                                           まもう  　いろ　へんこう

                           ふんいき   　そこ　

　　　　　　　　　　　　　

　　　                              かみ

　さいよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　 じょうねつ

　　　　　　　　　　　　　  さいわ

　　    こんかい                  　とくしゅう                     　しょぞうひん　       なか                                                 　ねんまえ      　せいさく　                     さくひん       あつ                   　しょうかい

      ひとくち                                    　い                                                 　ひと    　へいきんじゅみょう       　こ          　 なが                  さいげつ　                 あらた       　かんが

          あいだ                               　せんそう　      おお         　さいがい     　  お                                   　びじゅつひん         　こうがくしさん                                                       　 はんざいとう　      ま

       こ　                    ゆくえふめい                       　かのうせい                                         　こうかい　                                             けっ         　かんたん　                                                          き

                                                                                     こうきょうか                                   　う                    げんだい                                           あら           　せいかつようしき

                    にほん                       　ひろ               　   おうごん                    　ねんだい            　よ                     　じだい                            いっぽう                           まっき                　せかいきょうこう

 　　　　　 お                    せそう           あんてん                              ふた                せかいたいせん　                              つか       　ま       　はな

      じだい                                                                          　はいけい                                                                                              　おな           　ひび

            く                   いとな                                                       　せいさく　     つい                 　いってい       　じかん　        そうぞう

                      かれ            　とうじ                                     　かんきょう　

                                                                    じょうきょう　                                         げんざい　                            こと

                       か　                         ぶぶん     　そんざい　                             こんかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し

     てん　　　あ                                        　　　　　みな　　　　　　　　 そうぞう　　　ふく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とき        なが            かん

                        　　　  かんしょう                          　　　　さいわ

びじゅつかん　 　　しょぞうさくひん

 たの　　　　　　　　      あそ    　　　  よ　　   もの　　　  　しょうかい　　　　      　　　　　　　　みぎ　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　    　　　　こうざ


